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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体ケース（２）とかみそりヘッド（３）との間に、かみそりヘッド（３）を左右傾動
可能に支持する左右傾動機構が設けられており、
　左右傾動機構は、かみそりヘッド（３）が仮想傾動中心（Ｐ）の回りに左右傾動できる
ように構成されており、
　かみそりヘッド（３）は、左右傾動機構とかみそりヘッド（３）との間に設けたフロー
ト構造で上下動可能に案内支持されてフロートばね（８０）で押し上げ付勢されており、
　本体ケース（２）側へ押し込み操作されるかみそりヘッド（３）の押し込み量に応じて
、仮想傾動中心（Ｐ）とかみそりヘッド（３）の刃面（Ｓ）との上下距離（Ｈ）が大小に
変化することを特徴とする電気かみそり。
【請求項２】
　左右傾動機構が、本体ケース（２）側に固定されるブラケット（５１）と、ブラケット
（５１）で左右傾動可能に支持されるヘッドホルダー（５２）と、ヘッドホルダー（５２
）を中立位置へ復帰操作する第１復帰ばね（５３）を含んで構成されており、
　かみそりヘッド（３）がヘッドホルダー（５２）で上下動可能に案内支持してある請求
項１に記載の電気かみそり。
【請求項３】
　左右傾動機構の仮想傾動中心（Ｐ）が、かみそりヘッド（３）の頂部中央（Ｑ）の近傍
に位置させてある請求項１または２に記載の電気かみそり。
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【請求項４】
　かみそりヘッド（３）に、外刃（１５）と、外刃（１５）を支持する外刃支持構造（１
３）と、内刃（１６）と、内刃（１６）を押し上げ付勢する内刃ばね（２８）とが設けら
れており、
　外刃（１５）が外刃支持構造（１３）で上下動および左右傾動可能に支持してある請求
項１から３のいずれかに記載の電気かみそり。
【請求項５】
　外刃支持構造（１３）が、外刃（１５）を支持する傾動枠（３１）と、傾動枠（３１）
を支持する外刃ホルダー（３２）とを含んで構成されており、
　傾動枠（３１）が、外刃ホルダー（３２）に設けた左右一対の側壁（４３）で軸（３６
）を介して前後傾動可能に支持されており、
　傾動枠（３１）と外刃ホルダー（３２）との間に、傾動枠（３１）を中立位置へ復帰付
勢する第２復帰ばね（３７）が設けてある請求項４に記載の電気かみそり。
【請求項６】
　かみそりヘッド（３）に前後一対の外刃（１５）と、各外刃（１５）に沿って往復駆動
される内刃（１６）とが組み付けられており、
　両内刃（１６）を往復駆動する内刃駆動構造が、前側の内刃（１６）と後側の内刃（１
６）とを互いに逆向きに駆動できるように構成してある請求項４または５に記載の電気か
みそり。
【請求項７】
　左右傾動機構が、ヘッドホルダー（５２）の前後面の少なくともいずれか一方に形成さ
れる部分凹弧状の傾動溝（７０）と、ブラケット（５１）で遊転自在に軸支されて、前記
傾動溝（７０）を移行案内する複数個のガイドローラー（５９）を含んで構成してある請
求項２から６のいずれかに記載の電気かみそり。
【請求項８】
　ブラケット（５１）に、２個のガイドローラー（５９）と補助ローラー（６１）とが設
けられており、
　ヘッドホルダー（５２）の傾動溝（７０）に隣接して、前記補助ローラー（６１）で移
行案内される部分円弧状の傾動枠（７１）が設けてある請求項７に記載の電気かみそり。
【請求項９】
　ブラケット（５１）とヘッドホルダー（５２）との間に、左右傾動したヘッドホルダー
（５２）を中立位置へ復帰操作する第１復帰ばね（５３）が設けてある請求項７または８
に記載の電気かみそり。
【請求項１０】
　内刃ばね（２８）のばね力を（Ｆ１）、フロートばね（８０）のばね力を（Ｆ２）、第
２復帰ばね（３７）のばね力を（Ｆ３）、第１復帰ばね（５３）のばね力を（Ｆ４）とす
るとき、各ばねのばね力がＦ１＞Ｆ２＞Ｆ３＞Ｆ４の関係を満足するように設定してある
請求項７、８または９に記載の電気かみそり。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、かみそりヘッドを傾動可能に、しかも上下フロート可能に支持する浮動支持
構造を備えている電気かみそりに関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の浮動支持構造は、例えば特許文献１にみることができる。そこでは、４個の支
持脚を本体部で上下スライド自在に案内支持し、各支持脚の上端に設けた球座でかみそり
ヘッドを支持している。各支持脚の周囲には、かみそりヘッドを押し上げ付勢するフロー
トばねが配置してある。かみそりヘッドは、モーターおよび振動子と、前後揺動可能な外
刃ホルダーなどを含んで構成してあり、肌面から受ける押し付け反力によって本体部に対
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して上下フロートでき、さらに左右へ傾動できる。
【０００３】
　特許文献２における浮動支持構造は、本体部に固定されるＵ字枠状の支持台と、支持台
とかみそりヘッドを連結する左右一対のリンクと、かみそりヘッドを中立位置へ復帰付勢
する復帰ばねと、フロートばねで押し上げ付勢されるフロート台などで構成してある。支
持台はフロート台の上面に固定してある。左右一対のリンクはハ字状に配置してあり、リ
ンクの下端はかみそりヘッドの前後面に連結されており、リンクの上端は支持台に設けた
左右一対の連結穴に対して個別に連結してある。
【０００４】
　上記のように、ハ字状の左右一対のリンクで支持されたかみそりヘッドは、肌面から受
ける押し付け反力によって本体部に対して上下フロートでき、さらに左右のリンクが支持
台に対して独立して傾動することで左右に傾動できる。かみそりヘッドが中立位置にある
ときの傾動中心は本体部の中心軸線上であって、左右のリンクの中心線の交点上にある。
しかし、かみそりヘッドが左右へ傾動するときの瞬間的な傾動中心は、本体部の中心軸線
から左右いずれかへずれたリンク中心線の交点上にあるものの、そのずれ量はごく僅かで
しかなく、瞬間的な傾動中心位置は概ね一定となる。
【０００５】
　本発明の浮動支持構造においては、傾動フレームに部分円弧状の傾動溝を形成しておき
、この傾動溝を複数個のローラーで移行案内してかみそりヘッドを左右傾動させるが、こ
の種の傾動構造は特許文献３に開示してある。そこでは、傾動フレームにモーターおよび
振動子などを組み込み、傾動フレームの前後面に形成した凹弧状の傾動溝を、本体ケース
の内面前後に配置した３個のローラーで移行案内している。かみそりヘッドが左右傾動す
るときの仮想傾動中心は、刃面の頂部中央の近傍に位置している。かみそりヘッドの全体
は前後方向へも傾動できるが、傾動フレームの傾動溝がローラーで受け止められているた
め、上下フロートはできない。
【０００６】
【特許文献１】特開平１０－０４３４４３号公報（段落番号００２７、図３）
【特許文献２】特開２００５－１９２６１５号公報（段落番号００５１、図７）
【特許文献３】特開平０６－３４３７７６号公報（段落番号００１６、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１の浮動支持構造は、上下スライドする４個の支持脚とフロートばねとでかみ
そりヘッドを左右傾動可能に支持するので、肌面の変化に追随してかみそりヘッドを左右
傾動でき、しかも上下フロートできる。しかし、かみそりヘッドの下面４個所を支持脚で
支持するので、左右傾動するときに前後方向へも傾動しやすく、そのため、ひげそり時に
かみそりヘッドがふらつきやすく、安定した状態でひげを剃るのが難しい。
【０００８】
　その点、特許文献２の浮動支持構造は、ハ字状に配置した４個のリンクでかみそりヘッ
ドを左右傾動可能に支持するので、かみそりヘッドが前後へ傾動することはなく、より安
定した状態でひげそりを行なえる。しかし、かみそりヘッドが左右へ傾動するときの瞬間
的な傾動中心位置は概ね一定となる。また、かみそりヘッドが本体部側へ沈み込むときの
沈み込み量が大小に変化しても、先の傾動中心とかみそりヘッドの刃面との上下距離は一
定で変化しない。
【０００９】
　本発明の目的は、本体ケース側へ押し込まれるかみそりヘッドの押し込み量に応じて、
かみそりヘッドの傾動軌跡を積極的に変化させて、ひげ切断を円滑に行なえる電気かみそ
りを提供することにある。本発明の目的は、かみそりヘッドの刃面を肌面の変化に追随さ
せてひげ切断を円滑に行なうことができ、しかも、左右傾動動作を常に安定した状態で行
なって、より軽快にひげ切断を行える電気かみそりを提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る電気かみそりは、本体ケース２とかみそりヘッド３との間に、かみそりヘ
ッド３を左右傾動可能に支持する左右傾動機構が設けてある。図１に示すように、左右傾
動機構は、かみそりヘッド３が仮想傾動中心Ｐの回りに左右傾動できるように構成してあ
る。かみそりヘッド３は、左右傾動機構とかみそりヘッド３との間に設けたフロート構造
で上下動可能に案内支持されてフロートばね８０で押し上げ付勢されている。以て、本体
ケース２側へ押し込み操作されるかみそりヘッド３の押し込み量に応じて、仮想傾動中心
Ｐとかみそりヘッド３の刃面Ｓとの上下距離Ｈが大小に変化することを特徴とする電気か
みそり。
【００１１】
　左右傾動機構は、本体ケース２側に固定されるブラケット５１と、ブラケット５１で左
右傾動可能に支持されるヘッドホルダー５２と、ヘッドホルダー５２を中立位置へ復帰操
作する第１復帰ばね５３を含んで構成し、かみそりヘッド３をヘッドホルダー５２で上下
動可能に案内支持する。
【００１２】
　左右傾動機構の仮想傾動中心Ｐは、かみそりヘッド３の頂部中央Ｑの近傍に位置させる
。
【００１３】
　図４に示すように、かみそりヘッド３に、外刃１５と、外刃１５を支持する外刃支持構
造１３と、内刃１６と、内刃１６を押し上げ付勢する内刃ばね２８とを設ける。外刃１５
は外刃支持構造１３で上下動および左右傾動可能に支持する。
【００１４】
　外刃支持構造１３は、外刃１５を支持する傾動枠３１と、傾動枠３１を支持する外刃ホ
ルダー３２とを含んで構成する。傾動枠３１は、外刃ホルダー３２に設けた左右一対の側
壁４３で軸３６を介して前後傾動可能に支持する。傾動枠３１と外刃ホルダー３２との間
に、傾動枠３１を中立位置へ復帰付勢する第２復帰ばね３７を設ける。
【００１５】
　図３に示すように、かみそりヘッド３に前後一対の外刃１５と、各外刃１５に沿って往
復駆動される内刃１６とを組み付ける。以て、両内刃１６を往復駆動する内刃駆動構造を
、前側の内刃１６と後側の内刃１６とを互いに逆向きに駆動できるように構成する。
【００１６】
　左右傾動機構は、ヘッドホルダー５２の前後面の少なくともいずれか一方に形成される
部分凹弧状の傾動溝７０と、ブラケット５１で遊転自在に軸支されて、前記傾動溝７０を
移行案内する複数個のガイドローラー５９を含んで構成する（図１参照）。
【００１７】
　ブラケット５１に、２個のガイドローラー５９と補助ローラー６１とを設ける。ヘッド
ホルダー５２の傾動溝７０に隣接して、前記補助ローラー６１で移行案内される部分円弧
状の傾動体７１を設ける。
【００１８】
　ブラケット５１とヘッドホルダー５２との間に、左右傾動したヘッドホルダー５２を中
立位置へ復帰操作する第１復帰ばね５３を設ける（図８参照）。
【００１９】
　内刃ばね２８のばね力をＦ１、フロートばね８０のばね力をＦ２、第２復帰ばね３７の
ばね力をＦ３、第１復帰ばね５３のばね力をＦ４とするとき、各ばねのばね力がＦ１＞Ｆ
２＞Ｆ３＞Ｆ４の関係を満足するように設定する。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の電気かみそりは、かみそりヘッド３を左右傾動機構で、ひとつの仮想傾動中心
Ｐの回りに左右傾動可能に支持し、さらに、左右傾動機構とかみそりヘッド３との間に設
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けたフロート構造で上下動可能に案内支持して、フロートばね８０で押し上げ付勢した。
これにより、本体ケース２側へ押し込み操作されるかみそりヘッド３の押し込み量に応じ
て、仮想傾動中心Ｐとかみそりヘッド３の刃面との上下距離Ｈを大小に変化させるように
した。
【００２１】
　上記のように、かみそりヘッド３の押し込み量に応じて、仮想傾動中心Ｐとかみそりヘ
ッド３の刃面Ｓとの上下距離Ｈを大小に変化させる電気かみそりによれば、かみそりヘッ
ド３の傾動姿勢を上下距離Ｈの範囲内で多様に変化させることができる。例えば、図１３
（ａ）に示すように仮想傾動中心Ｐが刃面Ｓの頂部中央Ｑに設けてある場合には、仮想傾
動中心Ｐの回りにかみそりヘッド３を左右傾動でき、さらに、図１３（ｂ）に示すように
刃面Ｓが仮想傾動中心Ｐから上下距離Ｈだけ沈み込む状態では、任意の沈み込み位置にお
いて仮想傾動中心Ｐの回りにかみそりヘッド３を多様に左右傾動することができる。なお
、仮想傾動中心Ｐの位置は、かみそりヘッド３が左右傾動し、あるいは上下フロートして
も常に一定であって、その位置は変化しない。
【００２２】
　したがって、本発明の電気かみそりによれば、かみそりヘッド３の刃面Ｓを肌面に軽く
当てた状態では、肌面の変化に追随してかみそりヘッド３を仮想傾動中心Ｐの回りに左右
傾動させてひげ切断を円滑に行なうことができる。また、刃面Ｓが仮想傾動中心Ｐよりも
下方へ沈み込んだ状態では、刃面Ｓの頂部中央Ｑが仮想傾動中心Ｐを中心とする半径線Ｒ
に沿って傾動変位し、このときの刃面Ｓは肌面に対して相対摺動しながら傾動する。その
ため、かみそりヘッド３は、刃面Ｓが肌面に対して相対摺動するときの摩擦抵抗によって
動きが抑止されることになり、かみそりヘッド３はふらつくこともなく安定した状態で肌
面の変化に従って傾動変位し、より軽快にひげ切断を行える。また、刃面Ｓの沈み込み量
の違いに応じて傾動モーメントが大小に変化するので、上下距離Ｈが小さい場合にはかみ
そりヘッド３は動きやすい状態にあるが、上下距離Ｈが大きい場合には動きが抑止された
状態になり、使用者は刃面Ｓを好みの押圧力で肌面に押し付けて左右傾動させることがで
きる。
【００２３】
　ブラケット５１と、ブラケット５１で左右傾動可能に支持されるヘッドホルダー５２と
、第１復帰ばね５３などで左右傾動機構を構成し、かみそりヘッド３をヘッドホルダー５
２上下動可能に案内支持する浮動支持構造によれば、ヘッドホルダー５２およびかみそり
ヘッド３を左右傾動させながら、同時にかみそりヘッド３を上下フロートすることができ
る。また、ブラケット５１でヘッドホルダー５２を左右傾動可能に支持し、ヘッドホルダ
ー５２でかみそりヘッド３を上下動可能に案内支持するので、左右傾動動作と上下動動作
をそれぞれ独立して円滑に行なうことができ、したがって、刃面Ｓを肌面の変化に追随し
て左右傾動しながら上下フロートさせてかみそりヘッド３を最適の姿勢に維持し、軽快に
ひげ切断を行える。
【００２４】
　左右傾動機構の仮想傾動中心Ｐが、かみそりヘッド３の頂部中央Ｑの近傍に位置させて
あると、かみそりヘッド３を肌面に押し付けた状態における仮想傾動中心Ｐを、刃面Ｓの
外面上方に位置させることができる。このように、仮想傾動中心Ｐが刃面Ｓの外面上方に
位置する状態の刃面Ｓは、仮想傾動中心Ｐを中心とする半径線Ｒに沿って傾動変位し、肌
面に押し付けられている側の刃面Ｓが下り傾斜する状態で傾動する。この状態でかみそり
ヘッド３の全体を上方スライドすると、先の傾動姿勢を維持した状態のままで刃面Ｓを肌
面に対して適正に密着させてひげ切断を行える。したがって、仮想傾動中心Ｐが刃面Ｓよ
り本体ケース２側に設けてある場合に比べて、より安定した状態で刃面Ｓを肌面の変化に
従って傾動変位させながら軽快にひげ切断を行える。
【００２５】
　外刃１５、外刃支持構造１３、内刃１６、および内刃１６を押し上げ付勢する内刃ばね
２８をかみそりヘッド３に設け、外刃１５を外刃支持構造１３で上下動および左右傾動可



(6) JP 5229803 B2 2013.7.3

10

20

30

40

50

能に支持すると、質量が小さな外刃１５をかみそりヘッド３などの他の部材に先行して上
下動させ、あるいは左右傾動させて、刃面Ｓの姿勢を肌面の変化に対応して小刻みに、し
かも軽快に追随させることができる。
【００２６】
　傾動枠３１、および外刃ホルダー３２などで外刃支持構造１３を構成し、傾動枠３１を
外刃ホルダー３２で軸３６を介して前後傾動可能に支持し、第２復帰ばね３７で中立位置
へ復帰付勢すると、先に説明したように外刃１５を肌面の変化に対応して上下動および左
右傾動可能としながら、さらに前後傾動させることができる。したがって、刃面Ｓを肌面
に常に適正な姿勢で密着させて、効果的にひげ切断を行える。
【００２７】
　かみそりヘッド３に前後一対の外刃１５と、往復駆動される前後一対の内刃１６とが設
けてある場合に、両内刃１６を内刃駆動構造で互いに逆向きに駆動すると、各内刃１６の
運動慣性力を打ち消しあうことができ、例えば両内刃１６が同じ向きに同時に駆動される
場合に比べて、振動の発生を著しく抑止して電気かみそりを静音化でき、使用感を向上で
きる。また、外刃１５が往復振動を受けて肌面から浮き離れるのをよく防止できる。
【００２８】
　ヘッドホルダー５２の前後面の少なくともいずれか一方に形成される部分凹弧状の傾動
溝７０と、ブラケット５１の側に設けられる複数個のガイドローラー５９などで左右傾動
機構を構成すると、複数個のガイドローラー５９で傾動溝７０を常に安定した状態で確実
に傾動案内することができる。つまり、左右傾動機構を確動機構として構成して、ヘッド
ホルダー５２をガイドローラー５９で規定される移動軌跡に従って的確に傾動変位させる
ことができる。
【００２９】
　ブラケット５１に、２個のガイドローラー５９と補助ローラー６１とを設け、これらの
ローラー５９・６１で傾動溝７０および傾動体７１を移行案内すると、ヘッドホルダー５
２を３個のローラー５９・６１でさらに安定した状態で左右傾動可能に支持できる。また
、かみそりヘッド３がフロートばね８０に抗して押し込み操作されるときの外力を、３個
のローラー５９・６１で分散支持して、ヘッドホルダー５２の左右傾動を軽快かつ円滑に
行なうことができる。
【００３０】
　左右傾動したヘッドホルダー５２を中立位置へ復帰操作する第１復帰ばね５３を、相対
摺動するブラケット５１とヘッドホルダー５２との間に設けると、第１復帰ばね５３のば
ね力を遅滞なくヘッドホルダー５２に作用させて、ヘッドホルダー５２およびかみそりヘ
ッド３の中立位置への復帰動作を円滑に行なうことができる。また、第１復帰ばね５３が
いたずらに大形化するのを防止して、浮動支持構造をコンパクトにまとめることにも役立
つ。
【００３１】
　内刃ばね２８のばね力をＦ１、フロートばね８０のばね力をＦ２、第２復帰ばね３７の
ばね力をＦ３、第１復帰ばね５３のばね力をＦ４とするとき、各ばねのばね力をＦ１＞Ｆ
２＞Ｆ３＞Ｆ４の関係を満足するように設定すると、自由度が多岐にわたるかみそりヘッ
ド３において、外刃１５やかみそりヘッド３の動きを抑制して安定した状態でひげ剃りを
行なえる。詳しくは、他に先行して外刃１５を上下動および左右傾動させ、次いで、かみ
そりヘッド３を本体ケース２側へ沈み込み移動することができる。また、外刃１５および
内刃１６の前後傾動を許す状態を経て、かみそりヘッド３を左右に傾動変位させることが
できる。なお、各ばねのばね力は、外刃１５が上下動および左右傾動を開始するとき、か
みそりヘッド３が沈み込みを開始するとき、外刃１５および内刃１６が前後傾動を開始す
るとき、かみそりヘッド３が左右傾動を開始するときのばね力である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
（実施例）　図１ないし図１３は本発明に係る電気かみそりの実施例を示す。図２におい
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て電気かみそりは、グリップを兼ねる本体ケース２と、本体ケース２の内部に収容される
電装部と、本体ケース２の上部に配置されるかみそりヘッド３などで構成する。電装部は
２次電池４と、制御回路が実装された回路基板と、これら両者を収容する内ケース５と、
スイッチ構造などで構成する。内ケース５は本体ケース２に固定してある。本体ケース２
の前面には、モーター起動用のスイッチノブ６と、電気かみそりの運転状況および２次電
池４の充電状況を点灯表示する表示窓７が設けてある。なお、本発明における前後、左右
、上下とは、図２および図３に示す直交する矢印と前後、左右、上下の表示に従うものと
する。
【００３３】
　かみそりヘッド３は、ヘッドケース１１と、ヘッドケース１１の下面に固定されるモー
ターホルダー１２と、ヘッドケース１１の上面に組み付けられる外刃支持構造１３などを
主な外郭構造体にして構成してある。かみそりヘッド３の上端には、網刃からなる前後一
対の外刃１５と、外刃１５の内面に沿って往復駆動されるスリット刃からなる一対の内刃
１６とが配置してある。外刃１５は上下面が開口する外刃枠１７に固定されてカセット化
してある。同様に、内刃１６は上下面が開口する内刃枠１８に固定されてカセット化して
ある。図４に示すように、外刃枠１７の左右側壁には、上下方向に長いスライド溝１９が
形成してある。内刃枠１８の内部の左右中央には、後述する駆動軸２４を連結するための
受動片２０が一体に設けてある。
【００３４】
　かみそりヘッド３の内部には、両内刃１６を往復駆動する内刃駆動構造が組み込んであ
る。図３に示すように内刃駆動構造は、モーターホルダー１２の内部に組み込まれるモー
ター２２と、ヘッドケース１１の内部に組み込まれる前後一対の振動子２３と、振動子２
３の往復動力を内刃１６へ伝動する前後一対の駆動軸２４などで構成する。
【００３５】
　モーター２２の出力軸には偏心カム２５が固定してあり、偏心カム２５の上下には、振
動子２３を往復駆動する偏心ピン２６が設けてある。前側の内刃１６と後側の内刃１６と
を互いに逆向きに駆動するために、上下の偏心ピン２６の位相位置は１８０度ずらしてあ
る。駆動軸２４は、振動子２３に連結されるＴ字状の固定駆動軸２４ａと、固定駆動軸２
４ａに対して前後傾動できる可動駆動軸２４ｂとで構成する。可動駆動軸２４ｂの上部に
、先の受動片２０と係合する連結枠２７が一体に形成してある。連結枠２７に連結した状
態の内刃１６は、受動片２０と可動駆動軸２４ｂとの間に配置した内刃ばね２８で押し上
げ付勢する。
【００３６】
　図６に示すようにヘッドケース１１は、上ヘッドケース１１ａと下ヘッドケース１１ｂ
とで構成してあり、これら両ケース１１ａ・１１ｂの接合面の間に振動子２３の両側端の
取付部が挟み固定される。外刃支持構造１３は、外刃枠１７を支持する傾動枠３１と、傾
動枠３１を支持する外刃ホルダー３２と、これら両者３１・３２の間に配置されるばね受
け枠３３とで構成する。傾動枠３１は、外刃１５および外刃枠１７を上下動および左右傾
動可能に支持し、さらに外刃１５および外刃枠１７を前後傾動可能とするために設けてあ
る。
【００３７】
　詳しくは、傾動枠３１の左右一対の側壁の対向面に係合突起３５を形成し、両側壁の間
に配置した外刃枠１７のスライド溝１９を係合突起３５でスライド案内することにより、
外刃１５および外刃枠１７を上下動および左右傾動可能に支持している（図４参照）。ま
た、傾動枠３１の左右側壁の上部を、外刃ホルダー３２に軸３６を介して前後傾動可能に
軸支して、外刃１５および外刃枠１７を傾動枠３１に同行して前後傾動できるようにして
いる。
【００３８】
　傾動枠３１と外刃ホルダー３２との間には第２復帰ばね３７が配置してあり、このばね
３７で前後傾動した傾動枠３１を中立位置へ復帰操作する。図５に示すように第２復帰ば
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ね３７は、部分円弧状の線ばねからなり、その前後端がばね受け枠３３および外刃ホルダ
ー３２に設けた溝３８に掛止してある。ばね受け枠３３には、第２復帰ばね３７の中途部
を挟み保持する上下一対のばね保持体３９・４０が設けてある。ばね受け枠３３が傾動枠
３１に同行して前後傾動するとき、ばね保持体３９・４０は第２復帰ばね３７と相対摺動
しながら同ばね３７を弾性変形させ、片方の掛止端を溝３８に沿って変位させる。このと
きの弾性力で傾動枠３１および外刃枠１７を中立位置へ復帰させる。傾動枠３１の前後傾
動を円滑化するために、左右側壁の外面に前後一対の傾動ピン４２を突設し、両ピン４２
を外刃ホルダー３２の側壁４３に設けた半円状のガイド溝４４で移行案内している。
【００３９】
　外刃ホルダー３２は、左右一対の側壁４３を有する上下面が開口する枠体からなり、ヘ
ッドケース１１に対して着脱可能に装着してある。一対の側壁４３の間に傾動枠３１が配
置され、先に説明したように軸３６で前後傾動可能に支持してある。図７に示すように、
外刃ホルダー３２は、ヘッドケース１１に組み込んだロック爪４５で分離不能にロック保
持してある。ロック爪４５と一体に形成したロック解除ボタン４６をロックばね４７に抗
して押し込み操作することにより、ロック爪４５とロック凹部４８との係合を解除して、
外刃ホルダー３２をヘッドケース１１から取り外すことができる。
【００４０】
　かみそりヘッド３の全体を左右傾動可能に支持するために、本体ケース２とかみそりヘ
ッドと３の間に左右傾動機構を設けている。また、左右傾動機構とかみそりヘッド３との
間にフロート構造を設けて、かみそりヘッド３の全体を上下フロート可能に支持している
。
【００４１】
　図１において左右傾動機構は、内ケース５の上端に締結固定されるブラケット５１と、
ブラケット５１で左右傾動可能に支持されるヘッドホルダー５２と、ヘッドホルダー５２
を中立位置へ復帰操作する第１復帰ばね５３（図８参照）などで構成する。ブラケット５
１は、前ブラケット５４と後ブラケット５５の下端どうしをビス５６で締結してＵ字枠状
に形成してある。図９に示すように前ブラケット５４の上部にはＴ字状のローラーアーム
５８が設けてあり、ローラーアーム５８の両横腕の後面側に左右一対のガイドローラー５
９をピン６０で遊転自在に軸支する。さらにローラーアーム５８の縦腕の中途部前面に、
別の補助ローラー６１をピン６２で遊転自在に軸支する。後ブラケット５５の上部前面に
、さらに別の補助ローラー６３をピン６４で遊転自在に軸支する。第１復帰ばね５３は引
っ張りばねからなり、その上下端はピン６４と後述するばね掛突起７５とに掛止してある
（図８参照）。
【００４２】
　ヘッドホルダー５２は、それぞれ樋体状に形成される前ホルダー体６７と後ホルダー体
６８とで構成する。前ホルダー体６７の前面上部には、ガイドローラー５９で移行案内さ
れる部分凹弧状の前傾動溝（傾動溝）７０が形成してあり、さらに前傾動溝７０の下側に
補助ローラー６１で移行案内される部分凹弧状の傾動枠７１が設けてある。前ホルダー体
６７の後面には、モーターホルダー１２をスライド自在に案内支持する前ガイド面７２（
図１１参照）が樋溝状に凹み形成してある。
【００４３】
　後ホルダー体６８の上部には、補助ローラー６３で移行案内される部分凹弧状の後傾動
溝（傾動溝）７４が形成してあり、さらに後面の下端中央に第１復帰ばね５３を掛止する
ためのばね掛突起７５が形成してある。後ホルダー体６８の前面には、モーターホルダー
１２をスライド自在に案内支持する後ガイド面７６が樋溝状に凹み形成してある。図１１
に示すように、前後のホルダー体６７・６８は、モーターホルダー１２を前後から抱持す
る状態で接合されてビス７７で締結され、さらに断面コ字状の左右一対の挟持ばね７８で
締結してある（図１２参照）。
【００４４】
　上記のように、モーターホルダー１２をヘッドホルダー５２で支持し、ヘッドホルダー
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５２をブラケット５１で支持することにより、かみそりヘッド３の全体を左右傾動可能に
支持できる。かみそりヘッド３が左右傾動するときの仮想傾動中心Ｐは、前傾動溝７０、
傾動枠７１、後傾動溝７４の曲率によって決定され、この実施例では、図１に示すように
仮想傾動中心Ｐがかみそりヘッド３の頂部中央Ｑに位置するように先の曲率を設定した。
ヘッドホルダー５２をブラケット５１で支持した状態においては、前傾動溝７０の上側の
溝周面が左右のガイドローラー５９で支持され、傾動枠７１の上面が補助ローラー６１で
支持されている。したがって、ヘッドホルダー５２が左右傾動し、あるいはかみそりヘッ
ド３が上下フロートするとき、ヘッドホルダー５２が上下にがたつくことはなく、左右傾
動動作および上下フロート動作を円滑に行なえる。
【００４５】
　フロート構造は、ヘッドホルダー５２を利用して構成する。詳しくは、前後のホルダー
体６７・６８に設けた前ガイド面７２および後ガイド面７６と、両ガイド面７２・７６で
スライド案内されるモーターホルダー１２と、フロートばね８０とでフロート構造を構成
する。フロートばね８０は圧縮ばねからなり、モーターホルダー１２の下端とブラケット
５１の基端との間に配置されて、かみそりヘッド３の全体を押し上げ付勢する。フロート
ばね８０による押し上げ限界を規定するために、モーターホルダー１２の下部の左右側面
のそれぞれにストッパー８１が形成してある。図１０に示すように、ストッパー８１がヘ
ッドホルダー５２の下端縁に接当した状態が先の押し上げ限界となる。
【００４６】
　以上のように構成した電気かみそりによれば、外刃１５および内刃１６が傾動枠３１に
対して上下動および左右傾動でき、傾動枠３１は外刃ホルダー３２に対して前後傾動でき
る。またかみそりヘッド３の全体が本体ケース２に対して上下フロートでき、しかも左右
傾動できる。このように、かみそりヘッド３の自由度が多岐にわたると、かみそりヘッド
３がふらつきやすくなる。そこで、先の自由度に強弱を与えて外刃１５やかみそりヘッド
３の動きを抑制し、安定した状態でひげ剃りを行なえるようにしている。具体的には、内
刃ばね２８のばね力をＦ１、フロートばね８０のばね力をＦ２、第２復帰ばね３７のばね
力をＦ３、第１復帰ばね５３のばね力をＦ４とするとき、各ばねのばね力がＦ１＞Ｆ２＞
Ｆ３＞Ｆ４の関係を満足するように設定している。
【００４７】
　不使用状態におけるかみそりヘッド３はフロートばね８０で押し上げ付勢されて、図２
に示すように、ヘッドケース１１の周縁下面と本体ケース１の上端との間に充分な隙間が
存在する状態になっている。この状態のかみそりヘッド３を、刃面（外刃１５の外面）Ｓ
を水平に保持した状態のままで本体ケース２側へ押し込むと、フロートばね８０が圧縮変
形されて、やがてヘッドケース１１の周縁下面が本体ケース１の上端で受け止められる。
このときの、押し込み操作力はフロートばね８０の反発力に一致する。
【００４８】
　かみそりヘッド３に刃面Ｓを傾動させる外力が作用していない無負荷状態で、かみそり
ヘッド３が中立位置にあるときの仮想傾動中心Ｐは、刃面Ｓの頂部中央Ｑに位置している
。この状態から、かみそりヘッド３の刃面Ｓの頂部中央Ｑから左側へ離れた位置に外力が
作用すると、図１３（ａ）に示すように、かみそりヘッド３の全体が外力ｆ１の大きさに
応じて仮想傾動中心Ｐの回りに左傾動する。したがって、かみそりヘッド３の刃面Ｓを肌
面に軽く当てた状態では、肌面の変化に追随してひげ切断を円滑に行なうことができる。
この状態における第１復帰ばね５３の反発力が、フロートばね８０のばね力Ｆ２より小さ
いと、かみそりヘッド３が本体ケース２側へ沈み込むことはない。しかし、先の反発力が
フロートばね８０のばね力Ｆ２を越えると、超過分だけかみそりヘッド３が本体ケース２
側へ沈み込む。
【００４９】
　図１３（ｂ）に、かみそりヘッド３が外力ｆ２で本体ケース２側の限界位置まで押し込
まれ、さらに左傾動限界位置まで傾動した状態を示している。この状態では、従来の電気
かみそりと同様に、フロートばね８０の反発力と、第１復帰ばね５３の反発力とが刃面Ｓ
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に作用する。しかし、かみそりヘッド３が本体ケース２側へ押し込まれた分だけ、つまり
上下距離Ｈの分だけ刃面Ｓが仮想傾動中心Ｐから沈み込む。そのため、刃面Ｓの頂部中央
Ｑは、仮想傾動中心Ｐを中心とする半径線Ｒに沿って傾動変位することになり、その結果
、刃面Ｓの頂部中央Ｑは肌面に対して相対摺動しながら傾動することになる。つまり、刃
面Ｓが肌面に対して相対摺動する分だけ、かみそりヘッド３はふらつくこともなく、安定
した状態で傾動変位できることになる。この作用は上下距離Ｈがゼロより大きい場合に発
揮でき、上下距離Ｈが大きいほど顕著にあらわれることになる。
【００５０】
　上記のように、上下距離Ｈがゼロより大きい場合に、刃面Ｓの頂部中央Ｑを肌面に対し
て相対摺動させながら傾動させると、本体ケース２側へ押し込まれた状態のかみそりヘッ
ド３の左右方向のふらつきを防止できる。さらに、かみそりヘッド３の押し込み量が小さ
い場合と大きい場合とで、半径線Ｒに沿って移動する距離が大小に変化するので、使用者
は好みの押し付け力を肌面に作用させながらより軽快にひげ切断を行えることになる。ま
た、刃面Ｓの沈み込み量の違いに応じて傾動モーメントが大小に変化するので、上下距離
Ｈが小さい場合にはかみそりヘッド３は比較的動きやすい状態にあるが、上下距離Ｈが大
きい場合には動きが抑止された状態になり、使用者は刃面Ｓを好みの押圧力で肌面に押し
付けて左右傾動させることができる。
【００５１】
　因みに、刃面Ｓが本体ケース２側へ押し込まれて水平になっており、しかも頂部中央Ｑ
が下あごの下端に接当している場合に、電気かみそりの全体を図１３に向かって左上側へ
移動させると、それまで頂部中央Ｑに作用していた押し込み力が、左半分側の刃面Ｓに作
用するため、かみそりヘッド３の全体は図１３（ｂ）に示すように、本体ケース２に対し
て左下がり状に傾動することになる。逆に、電気かみそりの全体を図１３に向かって右上
側へ移動させると、かみそりヘッド３の全体は、本体ケース２に対して右下がり状に傾動
することになる。
【００５２】
　図１４は、補助ローラー６１のガイド構造の別実施例を示す。そこでは、前ホルダー体
６７の前面上部に、ガイドローラー５９で移行案内される部分凹弧状の前傾動溝７０を形
成し、さらに前傾動溝７０の下側に補助ローラー６１で移行案内される部分凹弧状の傾動
溝７１を設けるようにした。傾動溝７１は先の実施例における傾動枠に相当する。このよ
うに、補助ローラー６１の案内対象は枠体であってもよいし、溝であってもよい。他は先
の実施例と同じであるので、同じ部材に同じ符号を付してその説明を省略する。
【００５３】
　図１５および図１６は、本発明に係る電気かみそりの別実施例を示す。そこでは、左右
傾動機構を内ケース５に固定されるブラケット５１と、ブラケット５１で左右一対の傾動
アーム８５を介して左右傾動可能に支持されるヘッドホルダー５２と、第１復帰ばね５３
などで構成する。傾動アーム８５の上端は、それぞれブラケット５１の上端のアーム両端
に連結ピン８６を介して相対揺動可能に連結し、傾動アーム６５の下端は、ヘッドホルダ
ー５２の左右に張り出したアームブラケット８７の突端に連結ピン８８を介して連結する
。第１復帰ばね５３は、先の実施例と同様にブラケット５１とヘッドホルダー５２との間
に掛止する。
【００５４】
　かみそりヘッド３に刃面Ｓを傾動させる外力が作用していない無負荷状態で、かみそり
ヘッド３が中立位置にあるときの仮想傾動中心Ｐは、本体ケース２の中心軸線上で、刃面
Ｓの頂部中央Ｑより下方のかみそりヘッド３の上下中途部に位置しており、左右の傾動ア
ーム８７の中心軸の交点になっている。この状態でかみそりヘッド３を押し込み操作する
と、図１５に想像線で示すように、かみそりヘッド３がフロートばね８０に抗して本体ケ
ース２側へ沈込む。
【００５５】
　また、刃面Ｓが肌面に押し付けられて、その反力でかみそりヘッド３が左右いずれかの
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限界位置まで傾動した状態では、図１６に示すように、反力を受けた側の刃面Ｓが下り傾
斜する状態で傾動する。このときの、仮想傾動中心Ｐ１は、左右の傾動アーム８７の中心
軸線の交点上にあり、中立状態時の仮想傾動中心Ｐから図１６へ向かって左側へずれた位
置へ変位する。想像線で示すように、かみそりヘッド３が逆方向へ傾動する場合の仮想傾
動中心Ｐ１は、同様に中立状態時の仮想傾動中心Ｐから図１６へ向かって右側へずれた位
置へ変位する。
【００５６】
　上記のように、この実施例における仮想傾動中心Ｐの位置は、かみそりヘッド３が左右
へ傾動するときの傾動角度の変化に応じて、瞬間的な仮想傾動中心Ｐの位置が連続して変
化する。本発明は、このように瞬間的な仮想傾動中心Ｐが連続して変化する左右傾動構造
をも含むこととする。
【００５７】
　上記の実施例以外に、かみそりヘッド３が左右傾動するときの仮想傾動中心Ｐは、かみ
そりヘッド３の頂部中央Ｑに位置させる必要はなく、図１５および図１６で説明したよう
に頂部中央Ｑよりも本体ケース２側へ離れた位置に設ける以外に、頂部中央Ｑより上方へ
離れた位置に設けることができる。本発明は、ロータリー式の内刃１６を備えた電気かみ
そりにも適用できる。ブラケット５１は本体ケース２に直接取り付けてあってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】浮動支持構造を示す一部破断正面図である。
【図２】電気かみそりの正面図である。
【図３】図２におけるＡ－Ａ線断面図である。
【図４】内刃の駆動構造を示すかみそりヘッドの一部破断正面図である。
【図５】図４におけるＢ－Ｂ線断面図である。
【図６】かみそりヘッドの分解断面図である。
【図７】かみそりヘッドの一部破断正面図である。
【図８】図１０におけるＣ－Ｃ線断面図である。
【図９】浮動支持構造の分解正面図である。
【図１０】浮動支持構造の縦断正面図である。
【図１１】図１０におけるＤ－Ｄ線断面図である。
【図１２】図１０におけるＥ－Ｅ線断面図である。
【図１３】浮動支持構造の左右傾動動作を示す動作説明図である。
【図１４】左右傾動構造の別実施例を示す正面図である。
【図１５】左右傾動構造のさらに別実施例を示す正面図である。
【図１６】図１５に係る左右傾動構造の傾動動作を示す正面図である。
【符号の説明】
【００５９】
２　本体ケース
３　かみそりヘッド
５１　ブラケット
５２　ヘッドホルダー
５３　第１復帰ばね
５９　ガイドローラー
７０　傾動溝（前傾動溝）
Ｐ　仮想傾動中心
Ｑ　頂部中央
Ｓ　刃面
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